
 

  

 新しい年の始まりです。（昨年末の緊急対応へのご協力、誠にありがとうございました。） 

～新型コロナの感染は広がっています。今後も緊急対応へのご理解・ご協力をお願いします～ 

 新年おめでとうございます。西暦 2023 年、令和 5 年がスタートしました。月並みではありますが、今年も

よろしくお願いいたします。 

 昨年末は生徒の皆さん並びに教職員の新型コロナウイルスの感染も多く、学級閉鎖や学年早退等の緊急対応

を実施いたしました。また、中海岸での事件の関係で、保護者の皆様には生徒のお迎えや見守りのご協力もし

ていただきました。これらの対応へのご理解・ご協力、誠にありがとうございました。 

 さて、国や地域における新型コロナウイルスの感染状況は厳しい状況が続いており 

ます。現段階での本校の感染状況は、比較的落ち着いた状況でのスタートとなりまし 

たが、年末年始の 1 週間での感染者数はとある統計では世界一であり、新たな新型 

コロナの株による感染等がアメリカでは急激に広まるなど、まだまだ予断を許さない 

状況です。また、インフルエンザも神奈川県を含む全国的な流行期を迎えておりますの 

で、今まで以上に感染防止に気を配る必要があります。 

 更に、日本社会全体では感染防止の各種制限が撤廃される動きが広がり、それに呼応するように学校の教育

活動も延期や中止ということではなくできる限り実施の方向で進めていく状況となっております。人との接触

機会が増え、社会的距離を保つことが難しくなっていることから、今後もコロナやインフルエンザの状況を踏

まえた緊急の対応をせざるを得ないと判断することも起こりうると考えます。是非ともご理解ください。 

 新しい年の「目標」は？…目標は大切です。 

 12 月 23 日（金）の 5 時間目に放送でお話しさせていただいた内容です。 

 ＊サッカーワールドカップの日本代表の活躍について 

  …予選リーグでのドイツやスペインとの対戦について「勝利は難しいとしても、引き分けで勝ち点 1 がと

れれば良い」と考えていたサポーターは多かったのではないだろうか？言い換えると、本音では「勝利」

は難しいのではと考えていた人も多かったのではないだろうか？私はその一人でした。 

  …日本代表の選手たちは、引き分けではなく「勝利」する気概と自信を持っていたのではないかと想像し 

ます。その根拠は…「（日本人が見たことのない世界）ベスト８以上という目標」「（絶え間ない）努力」

「（悔しい・ハイレベルの中での切磋琢磨してきた）経験」「（周囲の人たちの）応援」です。 

…最後まであきらめない気持ちが「三苫（選手）の 1 ㎜」を生み出しました。 

…日本代表は特別ではありますが、人はそれぞれ自分のステージがあり（多様性）、そこでの「目標」「努

力」「経験」「応援」「あきらめない気持ち」は意外と身近にあるものではないだろうか？ 

…「努力」ができる＝日本代表の選手はサッカーが大好き。私たちも「好きなこと」は何時間でも何日で 

も続けることができる。特別なことではないと思います。 

●ワールドカップの選手の活躍を私たちも参考にできるはず。各自のステージでは既に同様の環境が整ってい

る（特に今の 3 年生は）のではないか？だとすれば、第 1 歩目の「（具体的な）目標」はとても大切ですね。 
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 地域の感染レベルは２のまま。各種教育活動は原則実施します。 

 引き続き、感染レベルは 2 のままですので、各ご家庭内で体調の思わしくない方がいる場合、お子様の登校

は控えていただければと思います。その際は今まで同様「出席停止」の扱いとなります。 

 また、学校における教育活動ですが延期や中止とするのではなく、制限や工夫を施しながらできるだけ通常

通り実施していきたいと考えております。具体的には… 

 ＊12 月末の吹奏楽部のクリスマスコンサート、調理部による調理作業…実施済み 

 ＊1 月 8 日（日）の湘南吹奏楽の集い…実施済み 

 ＊1 月 16 日（月）からの公開授業週間…ご案内通り、制限を設けて実施予定 

＊1 月 19 日（木）の新入生保護者説明会…実施予定（ただし、5 時間目の授業参観・校舎見学は中止） 

 ＊1 月 20 日（金）の（小学校 6 年生を対象とした）中学校説明会…実施予定（参加判断は各小学校） 

 ＊2 月の 1，2 年生及びＩ組の懇談会…実施予定（授業参観は実施しない予定） 

 3 年生の多くはいよいよ本格的な「受験（検）」シーズンとなります。そのため、大人数が校舎内に入ること

はしばらく制限させていただきます。（懇談会は除く）また、文部科学省の方針転換によりニュースなどで報

道された「黙食」の解禁についても、本校ではしばらくの間は実施いたしません。 

 公立高等学校の入学者選抜制度の一部変更について 

~現在の 3年生は影響なし。現在の 2年生は令和 5年度から影響を受ける可能性があります~ 

1．共通選抜（全日制：一般的な公立高校入試）の選考方法の変更等 

 ＊募集定員の 90%を選考（調査書の評定（5 段階のもの）と入試で判断）する第 1 次選考には変更なし 

 ＊残り 10%の第 2次選考に第 3学年の「主体的に学習に取り組む態度」の評価が影響します。 

   …「主体的に取り組む態度」の評価の影響する割合（比率）は高校により異なります。 

2．共通選抜（全日制：一般的な公立高校入試）や公立の定時制・通信制で実施していた面接は、必要と判断

した高校や学科等が実施する（面接を実施しない高校もある） 

3．公立の定時制・通信制の選抜（入試）は、共通選抜（一般的な公立高校入試）の 2 次募集結果を確認後に

判断し、受検することができる（今年度までは、2 次募集結果が出る前の受検であった。） 

 「主体的に学習に取り組む態度」の本校の評価については、各教科の「学びのプラン」にその予定を記載し、

生徒の皆さんに伝える予定です。（既に、HP で閲覧できる「鶴嶺中学校の学習」（各教科の年間など）には大

まかですが記載しています。） 

【1 次選考と 2 次選考について、例えば定員が 300 名の公立高校の場合】 

  1 次選考は 300 名✕90％(0.9)=270 名…調査書の 5 段階の評定と入試結果から判断 

  2 次選考は 300 名✕10％(0.1)＝30 名…入試結果と*1「主体的に学習に取り組む態度」の評価＋*2（特色検 

                    査（面接や作文等…）がある場合）から判断。それぞれの比率は

高校によって異なります。 

   ＊1：「主体的に学習に取り組む態度」の評価の比率は 2 割以上 

   ＊2：特色検査の比率は 5 割以下 

 ※1 次選考で合格基準（上位 90％）に達している場合は、選考方法の変更の影響はないと思われます。 

 


